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す
る
案
を
発
表
し
た
一
た
だ

し
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
な
ど
に

喫
煙
室
の
設
置
は
認
め
る
。

英
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
五
輪
開

催
前
に
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
を

こ
離
練
朋
紅
針
緋
燕
E
F

ら
す
る
と
、
次
期
国
会
で
も
提

出
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。

冒
頭
、
野
田
会
長
は
「
三
者

原
信
U
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月
“
偵
V
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F
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飲
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店
に
関
す
る
受
動
喫
煙
防
止
策

・
斗
t
u
Ⅵ
し
）
（
、
l
l
－
　
、
↓
l
l
L
1
．
1
三
一
回
ヽ
裏
7
巾
だ

労
省
案
に
賛
成
す
る
可
能
性
は

「
ゼ
ロ
」
に
近
い
。
今
秋
に
予

想
さ
れ
る
臨
時
国
会
ま
で
に
、

双
方
の
溝
は
埋
ま
る
の
か
－
。

成
立
し
た
今
も
、
多
く
の
国
民
が
理

解
で
き
な
い
で
い
る
「
共
謀
罪
」
法
が

七
月
に
早
く
も
施
行
さ
れ
る
見
通
し

だ
。
疑
問
は
山
積
す
る
が
、
と
り
わ
け

共
謀
罪
に
よ
る
監
視
社
会
強
化
を
懸
念

す
る
声
は
強
い
。
背
後
に
は
、
テ
ロ
対

策
名
目
で
大
量
監
視
が
進
む
米
国
の
思

惑
も
見
え
隠
れ
す
る
。
明
治
以
来
の
法

体
系
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
、
共
謀
罪
は

日
本
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
。

（
池
田
悌
一
、
木
村
留
美
）

共
謀
罪
法
案
が
参
院
法
務
委

員
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
今
月

初
旬
、
共
同
通
信
が
衝
撃
的
な

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
報
じ
た
。

証
言
者
は
元
C
I
A
職
員
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ス
ノ
ー
テ
ン
氏
。

亡
命
先
の
ロ
シ
ア
で
取
材
に
応

じ
た
ス
ノ
ー
テ
ン
氏
は
、
米
国

家
安
全
保
障
局
（
N
S
A
）
が

極
秘
の
情
報
監
視
シ
ス
テ
ム
を

「
日
本
側
に
供
与
し
て
い
た
」

と
明
か
し
た
。

こ
の
情
報
監
視
シ
ス
テ
ム
は

「
X
K
E
Y
S
C
O
R
E
（
エ

ッ
ク
ス
キ
ー
ス
コ
ア
）
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
。
メ
ー
ル
や
通
話

の
内
容
、
S
N
S
の
利
用
履
歴

な
ど
の
情
報
を
大
量
に
収
集
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
ひ
と
た
び
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
れ
ば
「
私
生

活
の
完
整
な
記
録
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
」
　
（
ス
ノ
ー
デ
ン

氏
）
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
日
本
政
府
も
米
政
府

と
同
様
、
個
人
の
メ
ー
ル
や
通

話
な
ど
の
大
量
監
視
が
可
能
な

状
態
に
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

ス
ノ
ー
デ
ン
氏
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
共
謀
罪
ま
で
新

設
さ
れ
れ
ば
、
「
個
人
情
報
の

大
規
模
収
集
を
公
認
す
る
こ
と

に
な
る
。
日
本
に
お
け
る
大
量

監
視
の
始
ま
り
だ
。
政
府
と
一

般
人
の
力
関
係
が
、
支
配
者
と

家
臣
の
よ
う
な
関
係
に
近
づ
く

の
は
危
険
」
と
警
告
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
民

進
党
の
逢
坂
誠
二
衆
院
議
員
は

二
日
、
エ
ッ
ク
ス
キ
ー
ス
コ
ア

供
与
の
有
無
な
ど
を
た
だ
す
質

問
主
意
書
を
政
府
に
提
出
し

た
。
だ
が
、
政
府
が
十
三
日
に

閣
議
決
定
し
た
答
弁
書
は
「
真

偽
不
明
の
文
書
等
に
基
づ
い
た

質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差

し
控
え
た
い
」
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
逢
坂
氏
は
「
事
実
上
の

無
回
答
だ
。
米
国
は
同
盟
国
な

ど
を
巻
き
込
み
、
世
界
監
視
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
こ
う
と
し
て

い
る
。
ス
ノ
ー
デ
ン
氏
の
証
言

通
り
な
ら
、
米
国
は
日
本
語
で

の
や
り
と
り
の
解
読
は
日
本
側

に
任
せ
よ
う
と
、
エ
ッ
ク
ス
キ

ー
ス
コ
ア
を
供
与
し
た
の
だ
ろ

う
。
共
謀
罪
が
で
き
た
今
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
威
力
が
発
揮
さ

れ
か
ね
な
い
」
と
警
戒
す
る
。

政
府
は
共
謀
罪
が
必
要
な
根

拠
と
し
て
、
「
国
連
の
国
際
組

織
犯
罪
防
止
条
約
批
准
の
た

め
」
と
訴
え
て
き
た
。
だ
が
、

国
連
で
条
約
原
案
を
審
議
し
て

い
た
一
九
九
九
年
、
当
の
政
府

が
共
謀
罪
や
参
加
罪
の
導
入
は

「
日
本
の
法
体
系
に
な
じ
ま
な

い
」
と
異
論
を
唱
え
て
い
た
。

な
ぜ
方
針
転
換
し
た
の
か
。

共
謀
罪
に
詳
し
い
海
渡
雄
一
弁

護
士
は
三
〇
〇
〇
年
に
米
国

や
カ
ナ
ダ
と
非
公
式
会
合
を
持

っ
た
後
、
共
謀
罪
に
か
じ
を
切

っ
た
。
開
示
さ
れ
た
議
事
録
は

黒
塗
り
で
中
身
は
不
明
だ
が
、

米
側
か
ら
暗
に
促
さ
れ
た
可
能

元
C
！
A
ス
ノ
ー
デ
ン
氏
証
言
が
波
紋

「
既
に
極
秘
シ
ス
テ
ム
提
供
」

性
は
あ
る
」
と
推
察
す
る
。

ス
ノ
ー
デ
ン
氏
は
昨
年
五

月
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
小
笠
原

み
ど
り
氏
の
取
材
に
「
米
国
は

情
報
を
国
民
の
目
か
ら
隠
す
立

法
を
日
本
政
府
に
提
案
し
て
い

た
。
特
定
秘
密
保
護
法
は
米
国

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
だ
」
と

証
言
し
て
い
る
。
海
渡
氏
は
こ

の
こ
と
か
ら
も
「
共
謀
罪
も
米

国
の
存
在
抜
き
に
語
れ
な
い
」

と
強
調
す
る
。

元
外
務
官
僚
の
外
交
評
論
家

天
木
直
人
氏
は
「
米
国
は
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
日
本
に
関
わ
る
情
報
は

日
本
政
府
を
通
し
た
方
が
入
手

し
や
す
い
と
考
え
て
い
る
は
ず

だ
。
日
本
政
府
が
あ
そ
こ
ま
で

共
謀
罪
に
固
執
し
た
の
は
、
米

国
の
意
向
が
ち
ら
つ
い
て
い
た

か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
」
と
指

摘
し
た
。
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トランプ政権の移民政策に抗諭してデモ行進
をする人たち＝1日、ワシントンで（共同）

HSBC
毎ブラ備　5159　　†3

ネシア債　6093　　△7

ブラジル　7083　▼47

イ　ンド　20086　△27

UBS
表債券毎　6084　949

ブラ値毎　5909　120

公イ円毎　8978　▼18

キャピタル
世界株式11040　△125

〕325　　△35

7792∴ム12

3370　　▼8

2866　　▼8

ハイポン　4768　　18

ドイチェ
ロシ値毎　5318　111

公益償A　9676　　△5

欧ハイレ　3057　△44

ピクテ
グロイン　4022　△84

新興イン　2162　A28

貿源ソプ　3369　△50

ノア毎月　9347　△22
ベアリング

ウインド　6254　　†6

レッグメイソン
米南棟毎　9117　△30

プラス毎　9025　△13

オー毎月　5950　△14

オー株毎10913　　△67

プラ国毎　5070　18

イーストスプリ
インド株15774　162

インド偵　9922　　▼2

セゾン
セゾンV13646　▼29

資産形成18712　　▼7

J Pモルガン
シャバン　53397　△960

医療関連　8106　△92
ペイン毎　9717　△13

インペスコ
豪ドルM　3692　　△2

フイチリティ
ジャパン14366　△148

悠々A付　6683　　▼2

日本成長　21387　△211

日本配当10307　443
グロハイ　8257　　△4

USハイ　3873　　†S
Uリトロ　4248　　▼13

アライアンス
米成長Dl0840　▼49

ゴールドマン
ネットB12403　　▼8

イー毎月11406　443

ウオッチ10356　　A4

欧ハイ震∴5691　437

欧ハイリ　4226　△18

欧ハイレ　3780　　▼7

日軽22512625　△77

日本数策10195　△98

Jリ毎月　7998　°76

Jリート　8218　　△14

コア安定10937　　△9

コア成長12112　　△24

グロ樵イ15490　△37
D日様」19294　Alle

口外株L　29617　△72

0日債」12522　　▼1

Gトップ　8467

新興社ブ　3742

次位米株10042
イノ抑剃11007

イノ重視11984

米パ無毎　8875
グ毎月　5052
Gヘルス　9733

Wリート　2995

アンリ印　8703

トレンド12096

MLP無　6133

スマ安定10008

マTR F　9657

三井住友
薫ドル債　5252
世界大祭　4824

邸子の実　5109
ワンプレ　6686

泰平航無　9359
ア好リト　8010∴∴△

印僑毎月　7754　△
ハイク魚11505

らぶ安定10109
グロAI12619　▼

Jリート　6052　　△8

3貴重F　8144∴∴418

レオス
ひふみ捜　42132　L1587

ひふみフ　34311△475

楽天
3エンR　3229　950

三菱UFJ国際
インテク　4861　△30

夢英日　6292　△ll

D内債イ12966　11

0内株イI9960　△124

ヒムコG　4906　　△9

最ドル毎∴5743　△16
ハイ毎月　7348　△18

2　2　512779　　△78

プラ安定1558e A21

ブラ安成18970　△4

プラ成長　22350　△8

外債毎分　7722　　0
グロホン　6329　Al

5330　　Al

12079　　▼

16260　△16

3390　　▼

J RE毎　5305∴∴△5

Jリ毎月10726　　AB

日経225　21962　△134

400711196∴△130

Jジャス　9769　　AS

Jプレミ　5923　　▼3

本掠F　21526　△112

明治安田
ンI（シ　6368　AlO

T＆Dアセット
工マフ毎　3268　　†8

朝日ライフ
ベストE12856　△52

漬保ジャパン
トリプル　3183　035

東京海上

FW日J1日892　△66

FW日僚11568

スパークス
厳選投資　30057　△313

さわかみ
さわかみ　23094　A127

いちよし
あすなろ12704　△163

ニッセイ
インカム　7306
3ボイン　6866

イン債毎　9633
好配当＋　7432

豪高配橋　7052
東州ハイ　8851

米高配毎　7907
料無外様13719
1‾諒ヽI－く∴∴ef、la

ラ日本債12024

営中小型10647

日経22513703

割要目株14047

未来変革11889

公社債中10383

医療未来10865

未来H無12925
ハビタロ　7372
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岡三
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大和住銀
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「
大
量
監
視
社
会
」
到
来
か

実
際
、
米
政
府
は
、
日
本
の
　
糾

共
謀
罪
創
設
を
歓
迎
す
る
姿
勢

を
隠
さ
な
い
。
共
謀
罪
法
案
が

再
浮
上
し
て
い
た
昨
年
九
月
、

米
国
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ

デ
ィ
前
庭
日
大
使
は
金
田
勝
年

法
相
に
「
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ

た
。
米
国
と
し
て
も
協
力
す

る
」
と
伝
え
て
い
る
。

英
米
法
に
は
苦
か
ら
共
謀
罪

が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
米

国
は
9
・
H
の
中
枢
同
時
テ
ロ

を
防
げ
な
い
で
い
る
。

“
ス
ノ
ー
デ
ン
氏
の
ネ
ッ
ト
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
翻
訳
に
も
携
わ

っ
た
福
田
健
治
弁
護
士
は
「
日

本
と
米
国
で
は
そ
も
そ
も
法
体

系
が
違
う
。
米
国
の
共
謀
罪
は

本
来
、
テ
ロ
対
策
と
結
び
つ
く

も
の
で
は
な
い
。
日
本
政
府
は

多
く
の
国
民
が
説
得
力
を
持
っ

て
受
け
取
る
か
ら
『
テ
ロ
対

策
』
を
説
明
に
使
っ
て
き
た
の

だ
ろ
う
」
と
説
明
す
る
。

米
国
で
は
9
・
H
を
き
っ
か

け
に
大
量
監
視
が
始
ま
っ
た
と

い
う
。
こ
の
間
、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
へ
の
遵
法
な
監
視
捜
査
も
発

覚
。
お
よ
そ
テ
ロ
と
は
関
係
な

い
人
び
と
に
も
、
米
政
府
が
監

視
の
網
を
広
げ
て
い
る
実
態
の

一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る。
福
田
氏
は
「
共
謀
罪
法
を
つ

く
り
、
日
本
側
が
国
内
の
情
報

を
集
め
て
米
国
に
提
供
す
れ

ば
、
米
国
が
集
め
て
い
る
情
報

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
推
し
量
る
。

一
方
、
も
と
も
と
米
国
の
共

謀
罪
は
罪
を
認
め
る
代
わ
り

に
、
刑
罰
を
軽
く
し
て
も
ら
う

司
法
取
引
に
よ
く
利
用
さ
れ
る

犯
罪
だ
。
米
連
邦
刑
事
法
な
ど

に
詳
し
い
荒
井
喜
美
弁
護
士
は

「
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
対

し
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
」
と

み
る
。
「
米
司
法
省
に
と
っ

て
、
申
告
で
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
共
謀
罪
で
の
適
用
は

人
を
割
か
ず
に
処
理
件
数
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
。
起
訴
せ

ず
に
司
法
取
引
す
る
こ
と
も
多

く
、
制
裁
金
と
い
っ
た
『
成

果
』
も
得
ら
れ
る
た
め
、
当
局

に
は
い
い
こ
と
す
く
め
だ
。
だ

が
、
本
来
司
法
が
判
断
す
る
こ

と
を
法
廷
に
持
ち
込
む
前
に
行

政
官
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
問

題
視
す
る
声
も
出
て
い
る
」

こ
の
一
適
用
拡
大
」
は
企
業

犯
罪
に
顕
著
で
、
日
本
企
業
が

米
司
法
当
局
か
ら
独
占
禁
止
法

違
反
な
ど
で
摘
発
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
る
。
荒
井
氏
は

三
〇
一
〇
年
ご
ろ
か
ら
日
本

企
業
が
狙
い
撃
ち
に
さ
れ
て
い

る
印
象
は
強
い
」
と
話
す
。
自

動
車
部
晶
の
「
価
格
カ
ル
テ

ル
」
に
加
わ
っ
た
と
し
て
、
テ

ン
ソ
1
の
米
国
法
人
が
米
F
B

I
の
捜
査
対
象
と
な
る
な
ど
し

た
。
一
一
年
に
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
が
石
油
の
搬
出
入
な
ど
に
用

い
る
「
マ
リ
ン
ホ
ー
ス
」
の
販

売
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
価
格
カ

ル
テ
ル
に
関
与
し
た
と
し
て
二

千
八
百
万
㌦
（
約
二
十
一
億

円
）
の
罰
金
を
支
払
っ
た
。

カ
ル
テ
ル
の
立
件
に
は
と
り

わ
け
「
共
謀
罪
が
使
い
や
す

い
」
と
指
摘
す
る
。
「
共
謀
行

為
を
立
証
す
る
よ
り
、
実
行
に

及
ば
な
い
、
合
意
し
て
い
な
い

場
合
で
も
共
謀
罪
な
ら
成
立
さ

せ
ら
れ
る
」
と
す
る
。

日
本
企
業
の
摘
発
が
相
次
ぐ

背
景
に
は
、
企
業
風
土
の
違
い

も
あ
る
。
荒
井
氏
は
「
も
と
も

と
日
本
に
は
談
合
を
悪
い
と
思

わ
な
い
、
談
合
に
よ
っ
て
共
存

し
よ
う
と
す
る
文
化
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。
「
国
と
国
の
競

争
と
な
っ
て
い
て
互
い
に
処
罰

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
日

本
企
業
に
罰
金
を
科
し
て
い
る

の
は
、
日
本
企
業
が
米
国
か
ら

撤
退
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て

い
て
強
気
に
出
て
い
る
。
難
癖

の
よ
う
な
も
の
も
見
受
け
ら
れ

る
」
と
み
る
。
こ
の
た
め
、
日

本
の
大
企
業
の
企
業
風
土
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

「
日
本
の
法
体
系
に
は
な
じ

ま
な
い
」
共
謀
罪
へ
の
懸
念
は

尽
き
な
い
。

前
出
の
天
木
氏
は
「
『
米
国

が
情
報
監
視
シ
ス
テ
ム
を
日
本

側
に
供
与
し
た
』
と
い
う
ス
ノ

ー
テ
ン
氏
の
証
言
は
深
刻
だ
。

政
府
が
一
「
受
け
取
っ
た
』
と
認

め
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ

う
が
、
も
っ
と
追
及
さ
れ
る
べ

き
だ
っ
た
。
う
や
む
や
に
し
て

し
ま
え
ば
、
権
力
側
が
自
分
た

ち
に
都
合
の
い
い
手
段
で
国
民

を
監
視
す
る
こ
と
が
、
正
当
化

さ
れ
か
ね
な
い
」
と
危
ぶ
ん
だ

上
で
、
国
民
全
体
が
問
題
意
識

を
持
つ
よ
う
に
促
す
。

「
政
府
に
と
っ
て
共
謀
罪
は

も
ろ
刃
の
剣
で
も
あ
る
。
も
し

行
き
過
ぎ
た
監
視
な
ど
の
悪
用

が
明
る
み
に
出
れ
ば
、
政
府
は

転
覆
す
る
だ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア

や
市
民
が
権
力
を
し
っ
か
り
監

視
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」

ま
ご
つ
h
表
こ
。
英
高
鳴
こ
ま
逃
”

で
入
っ
た
工
事
車
両
の
台
数
は
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